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中
国
研
究
集
刊 

夜
号
（
総
六
十
一
号
）
平
成
二
十
七
年
十
二
月　

二
三
︱
二
八
頁

東
ア
ジ
ア
漢
学
者
の
会

（H
an�Learning�Scholarʼs�Society�of�East�A

sia

）

青
山
大
介

一
、
概
要
と
沿
革

　

本
会
は
、
台
湾
各
地
の
大
学
に
専
任
の
大
学
教
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
日
本
人
漢
学
研
究
者
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
若
手
」
と

呼
ば
れ
る
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
会
で
あ
り
、「
出
土

文
献
の
部
」
と
「
日
本
漢
学
の
部
」
の
二
つ
の
分
科
会
か
ら
な

る
。
二
〇
一
五
年
七
月
現
在
、
会
員
は
以
下
の
八
名
（
生
年
順
）

で
あ
る
。

金
原�

泰
介
［
台
湾
］
雲
林
科
技
大
学
漢
学
応
用
研
究
所
助
理

教
授
／
明
末
清
初
思
想
（
経
世
思
想
、
考
証
学
、
科

挙
）、
明
治
期
漢
学

青
山�

大
介
［
台
湾
］
南
栄
科
技
大
学
応
用
日
語
系
助
理
教
授

／
先
秦
思
想
史
（
聖
人
概
念
・
呂
氏
春
秋
）、
経
学
思

想
史
（
出
土
文
献
・
安
井
息
軒
）

佐
野�

大
介
［
台
湾
］
明
道
大
学
応
用
日
語
学
系
助
理
教
授
／

中
国
思
想
史
・
日
本
思
想
史
（
孝
概
念
）

前
川�

正
名
［
台
湾
］
高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語
系
助
理
教
授

／
先
秦
両
漢
儒
家
（
諫
争
、
忠
）、
日
本
漢
文
学
（
橋

本
左
内
、
西
村
天
囚
）、
道
教
廟
調
査

黒
田�

秀
教
［
台
湾
］
明
道
大
学
応
用
日
語
学
系
助
理
教
授
／

史
学
思
想
史
（
近
世
、
古
代
）、
日
本
漢
学
史
（
祭
祀

儀
礼
）

大
野�
裕
司
［
日
本
］
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
専
門

研
究
員
／
古
代
思
想
史
（
術
数
・
日
書
・
周
易
）、
東

ア
ジ
ア
文
化
交
流
史
（
術
数
・
易
学
）

〔
研
究
会
通
信
〕

（ 23 ）



工
藤��

卓
司
［
台
湾
］
致
理
科
技
大
学
応
用
日
語
系
助
理
教
授

／
漢
代
思
想
（
漢
代
諸
子
学
・
礼
学
）、
日
本
近
代
漢

学
史
（
三
礼
研
究
）

吉
田�
絵
里
［
台
湾
］
台
湾
大
学
哲
学
系
修
士
課
程
／
道
家
思

想

　

本
会
は
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
に
台
湾
師
範
大
学
に
て
開
催

し
た
第
一
回
研
究
発
表
会
（
以
下
「
会
合
」）
を
以
て
発
足
と
し
、

以
来
年
四
回
の
ペ
ー
ス
で
継
続
的
に
会
合
を
開
い
て
き
た
。
会
場

は
非
固
定
で
、
会
員
が
持
ち
回
り
で
手
配
し
て
お
り
、
多
く
の
場

合
担
当
者
の
勤
務
校
で
開
か
れ
る
。
開
催
日
も
非
固
定
で
、
学
期

終
わ
り
（
一
月
と
七
月
）
と
長
期
休
み
明
け
（
三
月
と
九
月
）
を

目
処
に
、
そ
の
都
度
調
整
し
て
決
定
し
て
い
る
。
会
員
間
の
連
絡

に
は
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
用
い
、
会
合
の
記
録
は
サ
イ
ト
（
非

公
開
）
上
で
共
有
し
、
刊
行
物
は
発
行
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
合
同
研
究
を
目
的
と
し
た
集
ま
り
で
は
な
い
た
め
、
共
通

の
研
究
テ
ー
マ
な
ど
も
設
け
て
い
な
い
。
会
員
は
あ
く
ま
で
自
ら

の
研
究
を
進
め
る
も
の
と
し
、
本
会
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
あ
う

互
助
的
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
会
の
活
動
内
容

は
、
大
き
く
次
の
三
つ
で
あ
る
。

（
Ａ
）�研
究
発
表
会
：
論
稿
や
新
出
土
資
料
文
献
の
釈
読
を
み

な
で
検
討
す
る
。

（
Ｂ
）�情
報
共
有
：
学
界
動
向
及
び
研
究
動
向
、
台
湾
の
大
学

事
情
の
情
報
を
共
有
す
る
。

（
Ｃ
）�学
術
交
流
：
日
台
の
漢
学
研
究
者
・
研
究
機
関
と
の
連

繋
を
す
す
め
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。
例
え

ば
、
す
で
に
幾
つ
か
の
論
稿
が
（
Ａ
）
を
経
て
日
台
の
査
読
誌
に

掲
載
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
本
会
で
校
訂
さ
れ
た
釈
読
を
も
と
に
執

筆
さ
れ
、
査
読
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
も
出
て
い
る
。（
Ｂ
）
は
、

外
国
人
教
員
と
い
う
立
場
の
者
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
活
動

で
あ
る
。
例
え
ば
、
科
技
部
専
題
研
究
補
助
費
（
日
本
の
科
研
費

に
相
当
）
申
請
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
特
に
第
七
回
会
合
で

は
提
出
前
の
研
究
計
画
書
を
互
い
に
検
討
し
あ
っ
た
。
な
お
台
湾

勤
務
の
会
員
は
、
全
員
、
台
湾
の
科
研
費
を
獲
得
し
た
経
験
が
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
職
場
で
遭
遇
し
た
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
通
知
を
受

け
た
、
減
給
さ
れ
た
等
）
と
対
処
法
、
台
湾
の
制
度
、
日
常
生
活

に
関
す
る
情
報
の
蓄
積
を
図
っ
て
い
る
。（
Ｃ
）
は
、
日
本
側
と

の
連
繋
と
し
て
は
、
台
湾
遊
学
中
の
日
本
人
研
究
者
に
講
演
を
お

願
い
し
て
お
り
、
第
二
回
会
合
で
は
池
田
光
子
先
生
（
一
般
財
団

法
人
懐
徳
堂
記
念
会
研
究
員
）、
第
五
回
で
は
竹
田
健
二
先
生

（
島
根
大
学
教
育
学
部
教
授
）
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
。
ま
た
第

十
三
回
会
合
で
は
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
と
「
国
際
「
漢

学
」
研
討
会
」
を
合
同
開
催
し
た
。
た
だ
し
台
湾
側
と
の
連
繋

は
、
会
員
の
多
く
が
台
湾
人
主
体
の
合
同
研
究
会
に
何
か
し
ら
招

（ 24 ）



聘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
進
ん
で
い
る

と
言
え
る
が
、
本
会
と
し
て
の
取
り
組
み
は
ま
だ
な
く
、
目
下
の

課
題
で
あ
る
。

二
、
設
立
趣
旨

　

本
会
設
立
趣
旨
の
抜
粋
を
以
下
に
挙
げ
る
。
な
お
二
つ
の
分
科

会
「
出
土
文
献
の
部
」
と
「
日
本
漢
学
の
部
」
に
つ
い
て
補
足
し

て
お
く
。
前
者
の
背
景
に
は
、
台
湾
で
は
中
国
古
代
思
想
史
を
論

ず
る
際
に
出
土
資
料
を
用
い
な
い
こ
と
な
ど
有
り
得
な
い
と
い
う

状
況
が
あ
り
、
後
者
の
背
後
に
は
、
台
湾
で
は
日
本
や
韓
国
な
ど

「
域
外
」
の
中
国
思
想
を
研
究
す
る
「
国
際
漢
学
」
が
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
、
会
員
に
も
日
本
漢
学
に
関
す
る
研
究
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
分
科
会
は
本
会
の

大
ま
か
な
傾
向
を
示
す
に
留
ま
り
、
こ
れ
以
外
の
テ
ー
マ
に
よ
る

発
表
も
認
め
て
い
る
。

１
．
本
会
趣
旨

　
（
本
会
は
、）
日
本
の
課
程
博
士
制
度
下
で
学
ん
だ
漢
学
研
究
者

が
、
出
身
・
所
属
の
枠
を
越
え
て
ゆ
る
や
か
に
結
び
つ
き
、
互
い

に
啓
発
し
あ
う
た
め
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。（
略
）

２
．
出
土
文
献
の
部

　

今
や
出
土
文
献
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
古
代
中
国
思
想
の
研

究
論
文
を
書
く
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
し
か
し
出
土
文
献
が
陸

続
と
公
開
さ
れ
る
昨
今
、
こ
れ
を
個
人
で
追
い
か
け
る
事
も
困
難

な
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
。（
略
）

　

そ
こ
で
、
有
志
が
集
ま
り
、
古
代
中
国
思
想
史
研
究
の
立
場
か

ら
、
先
行
す
る
解
読
結
果
や
研
究
成
果
を
手
分
け
し
て
網
羅
的
に

追
跡
し
、
思
想
史
的
に
跡
付
け
る
研
究
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る

運
び
と
あ
い
な
っ
た
。

　

本
会
の
目
標
と
し
て
は
、
年
間
四
回
の
会
合
を
開
き
、
毎
回
平

均
し
て
五
～
七
篇
、
年
間
で
二
〇
～
三
〇
数
篇
の
出
土
文
献
に
目

を
通
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

３
．
日
本
漢
学
の
部

　
（
略
）
現
在
、
国
際
化
は
益
々
進
行
し
、
物
理
的
に
も
観
念
的

に
も
世
界
は
よ
り
近
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。�

我
々
東
ア
ジ

ア
諸
国
の
漢
学
者
が
、
自
国
の
漢
学
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
国
際

化
の
第
一
歩
と
し
て
一
定
の
意
義
の
あ
る
行
為
で
あ
ろ
う
。
自
国

の
文
化
を
確
認
す
る
こ
と
は
国
際
化
に
繋
が
り
、
国
際
化
を
進
め

る
基
礎
は
自
国
文
化
の
確
認
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
よ
り
、
本
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
の
持
つ
国
際
的

視
点
を
活
か
し
て
日
本
漢
学
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
希
望

（ 25 ）



し
、
こ
こ
に
分
科
会
と
し
て
日
本
漢
学
の
パ
ー
ト
を
設
立
す
る
。

三
、
今
後
の
展
望

　

主
な
会
員
が
台
湾
の
大
学
に
禄
を
食
む
以
上
、
台
湾
の
学
術
界

に
寄
与
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
日
本
の
大
学
に
学
恩
を
受
け
た

者
と
し
て
、
日
本
人
研
究
者
が
海
外
へ
飛
躍
す
る
橋
頭
堡
と
も
な

ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
た
め
に
、
本
会
の
「
一
定
水
準
の
日
本

人
研
究
者
が
一
定
数
そ
ろ
っ
て
台
湾
学
界
に
い
る
」
と
い
う
強
み

を
ど
う
生
か
す
べ
き
か
。
た
だ
与
え
ら
れ
た
場
で
研
究
成
果
を
出

す
だ
け
で
な
く
、
自
ら
予
算
を
獲
得
し
他
者
に
研
究
の
場
を
提
供

す
る
段
階
へ
進
む
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た

考
え
の
も
と
、
現
在
、
台
湾
の
科
技
部
に
日
台
合
同
研
究
計
画
を

申
請
す
べ
く
、
金
原
泰
介
主
導
で
調
整
中
で
あ
る
。

附
・
活
動
記
録

①
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日　

台
湾
師
範
大
学

青
山
：
上
博
八
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
釈
読
、
工
藤
：
上
博
四

『
内
礼
』
釈
読
、
佐
野
：
上
博
四
『
昭
王
毀
室
』
釈
読
、
大

野
：
阜
陽
漢
簡
『
周
易
』
釈
読
、
吉
田
：
郭
店
楚
簡
『
太
一
生

水
』
の
問
題
点

②
二
〇
一
二
年
九
月
二
二
日　

明
道
大
学

第13回会合ならびに「国際「漢学」研討会」（2015年3月7日・致理科技大学）
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池
田
：
中
井
履
軒
『
論
語
逢
原
』
の
「
知
者
」
解
釈
に
見
ら
れ

る
元
学
の
影
響
、
工
藤
：『
史
記
』『
淮
南
子
』
中
の
豫
譲
復
讐

物
語
、
大
野
：
陳
元
靚
『
上
官
拝
命
玉
暦
』
に
つ
い
て
／
宋
代

術
数
学
（
択
日
術
）
の
特
色
を
探
る
、
黒
田
：
清
華
大
学
蔵
戦

国
竹
簡
（
弐
）「
繋
年
」（
第
一
章
～
第
八
章
）
釈
読
、
佐
野
：

上
博
四
「
昭
王
毀
室
」
釈
読
そ
の
二
、
青
山
：
上
博
八
「
子
道

餓
」
釈
読

③
二
〇
一
三
年
一
月
十
二
日　

高
雄
餐
旅
大
学

前
川
：
郭
店
楚
簡
「
魯
穆
公
問
子
思
」、
黒
田
：
清
華
大
学
蔵

戦
国
竹
簡
（
弐
）「
繋
年
」（
第
九
章
～
第
二
十
四
章
）
釈
読
及

び
『
国
語
』
成
立
に
関
す
る
小
考
、
佐
野
：
上
博
四
「
昭
王
毀

室
」
釈
読
そ
の
三
、青
山
：
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
簡
（
五
）

「
鬼
神
之
明
」
釈
読

④
二
〇
一
三
年
四
月
二
七
日　

致
理
科
技
大
学

吉
田
：
老
子
四
十
一
章
の
再
検
討
／
老
子
に
お
け
る
「
上
」
字

の
用
例
、
工
藤
：《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
簡
（
九
）、
邦
人

不
称
》
釈
読
、
黒
田
：
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
参
）「
良
臣
」

釈
読
、
大
野
：
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
簡
『
卜
書
』
訳
注
、

青
山
：《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
参
）・
説
命
上
》
釈
読

⑤
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日　

致
理
科
技
大
学

竹
田
：
出
土
竹
簡
の
背
面
に
見
え
る
劃
線
と
竹
節
の
痕
跡
と
に

つ
い
て
／
清
華
簡
『
繋
年
』
と
北
京
大
学
所
蔵
漢
簡
本
『
老

子
』
と
を
中
心
に
、
青
山
：《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
参
）・

説
命
中
》
釈
読
、
大
野
：
術
数
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
考
察

／
新
出
土
資
料
、
敦
煌
遺
書
・
伝
世
文
献
を
用
い
て
、
黒
田
：

日
本
近
世
に
お
け
る
中
国
古
礼
の
活
用
と
挫
折
／
中
井
履
軒

『
服
忌
図
』『
深
衣
図
解
』
を
中
心
に
し
て

⑥
二
〇
一
三
年
十
月
五
日　

南
栄
科
技
大
学

佐
野
：
孝
行
譚
に
お
け
る
「
乳
」、
青
山
：《
清
華
大
学
蔵
戦
国

竹
簡
（
参
）・
説
命
下
》
釈
読

⑦
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
五
日　

雲
林
科
技
大
学

※
「
国
科
会
専
題
研
究
補
助
費
」
対
策

⑧
二
〇
一
四
年
一
月
十
一
日　

明
道
大
学

黒
田
：
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
竹
書
（
九
）「
史
蒥
問
於
夫
子
」

釈
読
、
青
山
：
清
華
簡
「
説
命
（
傅
説
之
命
）」
に
見
え
る

「
天
」
観
念
、
佐
野
：
日
中
に
お
け
る
孝
の
異
同
／
「
親
に
先

立
つ
不
孝
」「
異
姓
養
子
」
へ
の
態
度
か
ら

⑨
二
〇
一
四
年
三
月
八
日　

致
理
科
技
大
学

金
原
：《
左
氏
会
箋
》
的
校
勘
之
特
点
与
其
定
位
／
与
《
十
三

経
注
疏
校
勘
記
》
的
比
較
為
中
心
、
青
山
：
安
井
息
軒
『
書
説

摘
要
』
研
究
序
説
／
安
井
息
軒
の
尚
書
関
係
資
料
、
前
川
：
保

安
堂
初
探
／
神
に
な
っ
た
船　

第
三
十
八
号
哨
戒
艇
・
樅
型
二

等
駆
逐
艦
蓬
、
大
野
：
上
海
楚
簡
『
卜
書
』
の
構
成
と
そ
の
卜

法
、
工
藤
：
日
本
近
一
百
年
《
三
礼
》
研
究
概
況
序
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⑩
二
〇
一
四
年
七
月
五
日　

致
理
科
技
大
学

青
山
：
清
華
簡
（
三
）「
赤
鵠
集
湯
之
屋
」
釈
読
（
其
他
一
篇
）、

黒
田
：
日
本
近
世
に
お
け
る
無
鬼
論
の
思
想
史
的
理
解
、
佐

野
：
孝
と
近
親
相
姦
、
大
野
：『
戦
国
秦
漢
出
土
術
数
文
献
の

基
礎
的
研
究
』
出
版
記
念
講
演

⑪
二
〇
一
四
年
九
月
二
七
日　

高
雄
餐
旅
大
学

金
原
：
八
股
文
と
明
末
経
世
思
想
／
陳
子
竜
「
詩
云
雨
公
田
一

節
」
を
中
心
と
し
て
、
黒
田
：
中
井
履
軒
に
お
け
る
喪
服
説
の

変
遷
／
『
服
忌
図
』「
擬
服
図
」
の
成
立
過
程
、
前
川
：
鳳
山

区
紅
毛
港
新
廟
群
に
つ
い
て
、
青
山
：
安
井
息
軒
《
書
説
適

要
》
初
探
／
以
目
次
与
校
勘
為
中
心
、
佐
野
：
誕
生
日
に
お
け

る
孝
の
系
譜

⑫
二
〇
一
五
年
一
月
十
七
日　

龍
邦
僑
園
会
館
（
北
投
）

金
原
：
試
探
明
末
幾
社
之
思
想
与
其
影
響
／
以
陳
子
竜
之
八
股

文
為
中
心
、
青
山
：
清
華
簡
『
尹
至
』
釈
読

⑬
二
〇
一
五
年
三
月
七
日　

致
理
技
術
學
院

※
国
際
「
漢
学
」
研
討
会

⑭
二
〇
一
五
年
七
月
十
一
日　

雲
林
科
技
大
学

青
山
：
清
華
簡
（
五
）『
湯
処
於
湯
丘
』
釈
読
（
及
其
他
）、
黒

田
：
儒
者
の
や
ま
と
ご
こ
ろ
／
中
華
論
よ
り
万
世
一
系
譜
論

へ
、
前
川
：
現
代
日
本
楚
辞
研
究
の
動
向

⑮
二
〇
一
五
年
九
月
二
六
日　

無
爲
草
堂
（
台
中
）

工
藤
：
岡
松
甕
谷
と
そ
の
『
論
語
講
義
』、
佐
野
：
和
漢
の
忠

孝
譚
に
お
け
る
割
股
、
青
山
：
清
華
簡
（
五
）「
帝
門
」
釈
読

【
附
記
】
南
栄
科
技
大
学
は
二
〇
一
三
年
に
旧
称
「
南
栄
技
術
学
院
」
よ
り

改
称
、
致
理
科
技
大
学
は
二
〇
一
五
年
に
旧
称
「
致
理
技
術
学
院
」
よ

り
改
称
し
た
。
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